



























































































　製作技法では大脇、清水、中東らの研究（大脇 1986、清水 2002、中東 2012・2013・2015）
らの研究があり、それらの技法研究を踏まえた製作工程については飛鳥資料館の図録に簡潔にま
とめられている（奈良文化財研究所飛鳥資料館 2014）。


























PEAKIT 尾根処理、図６：PEAKIT 谷処理、図７：PEAKIT 尾根・谷処理、の３種類の画像を
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図版出典一覧
図１・２・３：（城倉ほか 2017）を改変して城倉作成。／図４：福岡の収集したデータを元に、ナワビがQgis を
用いて作成。／図５・６・７：早稲田大学と LANGの共同研究に基づき、PEAKIT 処理して城倉作成。／図８：
483
下総龍角寺（Ⅱ期３次調査）出土の塼仏
撮影画像を元に、城倉作成。／図９・10・11：分析データを元に、降幡作成。／図12：PEAKIT 谷画像および実
物の観察から、城倉作成。
※本論の執筆分担は、以下の通りである。なお、全体の編集は城倉が行った。
　はじめに、１、３、おわりに：城倉正祥／２：福岡佑斗／４：降幡順子。
